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ポリオ撲滅運動の全体像Governor
Message

　今回の国際協議会で、ビルゲイツ財団が2億5500万ドルをRIに寄付し、これに応えて
RIは1億ドルの寄付を集めることになりました。一方では有難いことですが、他方、私た
ちも募金計画を変更しなければならなくなりました。ロータリーは「寄付集めの団体では
ない」という声が聞こえそうなので、ここではハーバードA.ピグマン元RI事務総長の「ポ
リオにうち克つ」の立場から物事を見てみようと思います。
　決議23-34を読む限り、その成立過程からみても、また、その文脈（第3項）から判断し
ても、「RIがイニシアチブをとって活動することは禁止されている」と読めます。また、第5
項ではクラブが社会奉仕活動を選ぶ絶対的な自治権を持っている、とも規定しています。
　しかし、こと「ポリオ撲滅運動」に関しては正にRIがイニシアチブを取り、WHO、ユニ
セフ、CDCおよび各国政府の賛同を得て進めている大事業です。それも1985年に始ま
っているので今日までに既に24年も経過しています。今更「RIは事業主体になるべきで
はない」あるいは「我々のクラブはポリオ撲滅に協力しない」とは言えないことだと思い
ます。RIが再三訴えているように、ポリオ撲滅を最優先に考えるべきだと思います。
　しかし、私達ロータリアンは無尽蔵に資金力を持っているわけではありませんし、ビル
ゲイツ財団とは比較にならない程度の資金力であることも事実です。限度の中で寄付に
応ずるほかはありません。その他できることは、公共イメージに訴えてポリオ撲滅運動に
市民の協力をお願いすることでしょう。更に政府の拠出金を増やすことができればベス
トです。
　会員や市民に協力を要請するためには、「いつ頃撲滅が可能なのか、毎年の必要資
金はどれくらいなのか、その資金をどのように調達するか、誰がどのようにワクチンを投
与するのか」、などの「ポリオ撲滅運動の全体像」が必要になります。「全貌を知り、最大
限努力する」。これしかありません。2～3ページに私が理解した範囲で「ポリオ撲滅運
動」の全体像を掲げましたので、これをお読みいただいて2億ドルチャレンジにご協力
いただけますようお願い申し上げます。

バイオリン／平澤 仁さん（東フィルコンサートマスター・R財団学友）ソプラノ／武井 優希さん（R財団学友）

オペラ（武井さん、村山さん）、伴奏（平澤さん、椎野さん） ソプラノ／国際親善奨学生  中津川 祥子さん
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皆様既にご承知のこと
と思いますが、２００９年の
国際協議会において、ポ
リオ募金について新たな
動きがありました。ビル
ゲイツ財団が２００７年１１月

の１億ドルに次いで、更に２．５５億ドルの寄付を
してくれたのです。これに応えてRI も追加に
１億ドル寄付を募ることを約束しました。
ポリオ募金につきましては、昨年（２００８年）

７月より募金に対する協力をお願いしている際
に、「ポリオ撲滅運動の全体像が見えない」と
の指摘がありましたので、私の理解した範囲で
今月（３月）号と来月（４月）号の２号に亘り
説明させていただきます。

目次：１．ポリオ（脊髄性小児麻痺）とは（３月号）
２．日本の状況
３．ロータリーを中心とするポリオ撲滅運動
の歴史（その１）

４．ロータリーを中心とするポリオ撲滅運動
の歴史（その２）（４月号）

５．資金面の推移
６．ロータリアンの現地における活動

私は医者でも研究者でもありませんので、断
定的に記述することはできませんし、間違いが
あるかもしれませんが、全体像を示し、会員の
皆様が募金活動に対する理解を深めてくださる
ことを目的として、私が理解したことを記述さ
せていただきます。

１．ポリオ（脊髄性小児麻痺）とは
ウィルスによる病気。ポリオ・ウイルスが脊

髄神経の灰白質という部分をおかすので、ポリ
オ（灰色）の名が付けられました。始めの数日
間は風邪のような症状で、その後急に足や腕が
麻痺します。呼吸器を麻痺されると死に至りま

す。紀元前１５００年頃のエ
ジプト王朝時代の板碑の
レリーフにポリオらしい
若者の像あり、人類の歴
史と共にあったものと想
像されます。
治療法はなく、ワクチ

ン接種（生涯免疫を作る
こと）による予防が唯一
の対処とされています。感染経路等は下記の通
りですが、ここで注目して欲しいことは、「宿
主が人間のみであり、有効なワクチンが存在し、
ワクチンの効果が一生有効である」ことです。
このことは、国際ロータリーが１９８５年から始め
たポリオ撲滅運動が９９％まで達成できたことで
実証されていると思います。ウィルスがワクチ
ンに対する耐性を持つこと、あるいはウィルス
が変異することが危惧されますが、そういうこ
とがないということを前提にすれば、「ワクチ
ンを投与できればポリオは撲滅できる」、と言
えると思います。
感 染 経 路：感染者の尿や便などの排泄物によ

る経口感染。
宿 主：人間のみ
発 症：１００～２００人に１人程度。
治 療 法：ない。対策は予防。
予 防 法：ワクチン投与
ワクチンの効果：一生有効
ワクチン代：６０セント
ウィルス株：Ⅰ型、Ⅱ型（撲滅）、Ⅲ型

２．日本の状況
日本でも昔からポリオが発生していましたが、

新しいところでは、１９５０年ごろから１９６０年にか
けてポリオが流行しました。特に、１９６０年には
北海道を中心に大流行し、約６０００人の患者が発
生し、日本中をパニックに陥れました。これに
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エジプト王朝板碑
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対する解決策として、ソ連およびカナダから経
口生ワクチン１３００万人分を緊急輸入し、３年間
にわたりNID（全国一斉投与）を実施した結
果、１９６３年には約１００人までに減少させること
に成功しました。
日本で行われたNIDの結果により、NIDが

有効であることが立証されたので、後にWHO
によりポリオ根絶の世界戦略として採用される
ことになりました。
日本では１９８１年以降、ポリオの発生がありま

せんが、ポリオ・ウィルスの保菌者が入国する
恐れがある＊ため、現在でも、全ての新生児に
対し予防接種としてワクチンの投与が行われて
います。
＊ ポリオ・ウィルスが体内に入っても殆どの人が発症
せず（発症例は１００～２００人に１人程度）、ウィルスを保
菌していることに気付かず海外旅行することもある。
そこで、既にウィルスを撲滅した国においてもワクチ
ンの投与は必要となる。

日本における主な出来事
１９５９年：不活化ワクチン（ソークワクチン）の製

造開始。
１９６０年：北海道でポリオ大流行、この年患者数約

６，０００人。
１９６１年：ソ連及びカナダから経口生ワクチン（セ

ービンワクチン）１３００万人分を緊急輸入。
１９６１－１９６３年：世界で最初の徹底したNID（全

国一斉投与）を実施。患者数が激減（患
者 数 １９６０年 約６，０００人→１９６３年 約１００
人）。このNID（全国一斉投与）が、後
にWHOによりポリオ根絶の世界戦略と
して採用される。

１９８１年：この年以降ポリオの発生なし。
２０００年：WHOに対しポリオ根絶を報告。
ポリオ根絶した現在も、全ての新生児に対し予防
接種としてワクチンの投与が行われている（「母子
健康手帳」参照）。

３．ロータリーを中心とするポリオ撲滅運動の
歴史（その１）
紀元前の昔よりポリオ

が存在していたようです
が、その原因がウィルス
であり、予防ワクチンが
開発されたのは比較的最
近のことです。１９４９年に
エンダース（米）が培養
器の中でウィルスを増殖
することに成功してから、ワクチン開発の研究
が進み、１９５３年にソーク（米）不活性ワクチン
が、１９５７年にはセービン（米）生ワクチンが相
次いで開発されました。尚、セービン博士はシ
ンシナティ・ロータリー・クラブの会員だった
そうです。
ロータリーは１９７８年に３Hプ ロ グ ラ ム

（Health, Hunger and Humanity Program）を発
表し、１９７９年にフィリピンで６００万人の子供を
対象にポリオ・ワクチンを投与し、成功を収め
ました。この成功を元に、ロータリーは１９８５年、
「世界からポリオをなくそう」とポリオ撲滅運
動を開始したのです。当初、撲滅に必要なワク
チンは１億２０００万ドルと見込まれていましたの
で、ロータリーはこの金額の募金を呼びかけま
した。この募金運動の結果、当初見込みの２倍
に当たる２億４７００万ドルの寄付が集まったそう
です。しかし、後にポリオ撲滅に必要な金額は
２億４７００万ドルでも全然足りないことが判明し
ました（後述の「４． 資金面」参照）。
ロータリーのポリオ撲滅運動は、１９８８年に、

世界保健機関（WHO）が世界保健総会で全会
一致の賛同を得たことで、世界的運動になりま
した。その後、ユニセフとCDC（アメリカ疾
病予防センター）も参加し、４団体がGlobal
Polio Eradication Initiative（以下、「国際

ポリオ根絶運動」と表記）という組織を構成し、
人類共通のプロジェクトとしてポリオ撲滅運動
を進めています。

セービン博士

Global Polio Eradication Initiative
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平澤仁氏、武井優希氏、中津川祥子氏、３名
の第２７７０地区より輩出した（中津川さんはこの
夏にイタリアへ奨学生として行きます）ロータ
リー財団奨学生は、その勉学の成果を皆様に披
露することができるという意気込みはかなりの
ものでした。また、その実力を充分に発揮でき
たコンサートであったと疑いません。実際にそ
れを見届ける事ができたロータリーアンもかな
りの満足を持って帰路に着いたこととアンケー
ト用紙を見ても想像ができました。ロータリー
の意義をも再認識できる格好な時間でもあった
かなとも思います。
ヴァイオリンのビブラートの響きとともに、

ソプラノの微妙なニュアンスで愛を歌い上げる
中に、音楽ホールの同じ空間で音楽の美しさを
分かち合うことが出来た事はこの上もない喜び
です。そして、今回軽妙な語り口でコンサート
全体を和やかに盛り上げて頂いた、バス・バリ
トンの村山岳氏、そして全ての曲で的確な表現
での伴奏の任をして頂いた椎野朋子さんにも賞
賛の拍手を惜しみません。
今回のチャリティコンサートのチケット代

３，０００円の内、コンサートの経費を差し引いた
分がポリオに寄付されるのですが、できればコ

No.9 G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R
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財団増進・ポリオ委員会委員（チャリティコンサート担当）

真野 多加史（春日部西RC）
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左から平澤仁、村山岳、武井優希、椎野朋子、中津川祥子
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ンサートそのものの価値を３，０００円にしたい、
少なくともその努力をするのが担当した私の使
命だと思いました。
その価値に相当するコンサートを享受できれ

ば、その中でポリオの寄付もできるわけで、そ
れに向かって準備をしましたし、コンサート全

体のディテールにもこだわりました。
お蔭をもちましてポリオに対する多額の寄付

が出来ました。第２７７０地区の多くのロータリー
アンのご協力に対し絶大なる感謝の念を申し上
げる次第です。

G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R No.9
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ポリオ撲滅チャリティ・コンサートを設営してくれたロータリー・ファミリー
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本年度の国際協議会は、１月１８日にサ
ンディエゴのグランド・ハイアットホテ
ルに全世界５３４地区のガバナーエレクト
が集まり、１月１９日から２４日までの６日
間開催されました。
１０回の本会議、１４回のセッション（１７
名＋研修リーダー＋RI 職員の監視役）、
２回のクラブ・地区支援セッション（日
本事務局職員による）合計２６回の会議が、
平均７０分の会議・２０分の移動休憩のペー
スで行われました。そして国際親善晩餐
舞踏会・国際祭りの夕べ・「出でて奉仕
せよ」晩餐会と三回の夜の行事も楽しく
こなしてきました。肌・目・髪の色の違った、
異なる言語で様々な衣装をまとった方々と、同
一の目的で一週間にわたり交流したことで、ロ
ータリーの素晴らしさを改めて感じることがで
きました。
次年度の RI 会長エレクト、ジョン・ケニー

氏は「ロータリーの未来は あなたの手の中
に」を次年度のテーマとして第一回本会議で発
表いたしました。そして、「一世紀余りにわた

り発展し続けてきたロータリーの奉仕を振り返
るとき、私たちの未来は、苦境にある人々に希
望をもたらし、争いの絶えない世界に平和をも
たらす幾世代ものロータリアンによって末永く
確かなものとなるに違いないと胸を張って言え
ます。私たち一人ひとりは、いわば過去を未来
へとつなぐ鎖の輪のような存在で、大いなるロ
ータリーという伝統の一部を成しているとたと
えることができます」と説明なさいました。

また、ジョン・ケニー会長エレク
トは、次年度活動方針を、RI の長
期計画７項目に則って提示なさり、
クラブが、RI 会長エレクトが提案
する会長賞に挑戦するならば、必ず
そのクラブは活性化し、「極めて効
果的なクラブになれる」と RI 会長
賞への理解と挑戦を訴えられました。
水曜日（２１日）行われた第５回本

会議には、突然ビルゲイツ氏が現れ、
ポリオ撲滅の重要性を訴え、昨年度
の１億ドルに続き「２億５千５百万
ドルを使途指定寄付として財団に送
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国際ロータリー第２７７０地区 ガバナー・エレクト 大塚 信郎

ジョン・ケニーRI 会長エレクト所信表明

ビルゲイツ氏ポリオ撲滅を訴える
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るから、ロータリーも向こう３年間でもう１億
ドルを寄付してほしい」と、プログラムでは予
定されていなかった発表・講演がありました。
RI 理事会と財団管理委員会は、全会一致で採
択したとの発表も同時にありました。この時点
より「ロータリーポリオ撲滅２億ドルのチャレ
ンジ」が始まりました。ポリオの悲惨さを勉強
するにつけ、私たちもできる限りの支援をし、
ポリオ撲滅に向け活動しなければ、と強く感じ
る一幕でした。
印象に残った講演は、ラジェンドラK．サブ

ー元 RI 会長の行った「職業奉仕：忘れ去られ
た部門」です。サブー氏は、講演に備えようと
考えをめぐらせていたところ、「何ゆえに私た
ちはこの部門をおろそかにしてきたのか」とい
う問いに驚愕を覚えずにはいられませんでした。
今日ほどロータリーの倫理の信条が必要とされ
る時代はありません。職業分類の重要性を取り
戻さなくてよいものでしょうか。私にとって職
業分類は、ロータリーにおける自分の看板のよ
うなものです。「ロータリアンの一人ひとりが
ロータリーの理想主義と自分の職業とを結ぶ輪
の役をする」というポール・ハリスの言葉を忘
れてはなりません。事業や職業の環境が悪化す

る中で、世界が求めているのは倫理観と社会的
責任感の強い人々です。職業奉仕部門の旅は、
人生の旅そのものです。近道も高速道路もあり
ません。人々の住む町や村に通じる道々を行く
のです。そこで出会った人々を助け、その恩返
しに、皆さんが頂上を目指して上るとき、今度
は彼らが後押ししてくれるでしょう。この旅が
皆さんを人間として成長させ、皆さんの中の眠
れる巨人を揺すり起こし、無限の可能性に気づ
かせてくれるのです、と結ばれました。
大変有意義な一週間であったことを申し上げ、

国際協議会の報告といたします。

第１グループ
鈴木子之吉
（浦和東RC）

第２グループ
吉 野 弘 芳
（浦和西RC）

第３グループ
林 正 憲
（大宮中央RC）

第４グループ
小 宮 勝 男
（岩槻RC）

第５グループ
星 野 賢
（上尾北RC）

第６グループ
染 谷 英 壽
（春日部RC）

第７グループ
金 沢 利 幸
（久喜菖蒲RC）

第８グループ
青 木 伸 翁
（越谷東RC）

第９グループ
加 藤 修 三

（草加イブニングRC）

第１０グループ
大 熊 正 道
（三郷RC）

第１１グループ
田 中 徳 尚
（川口RC）

第１２グループ
長谷川春一
（戸田RC）

次年度GSE１１８０地区リバプール（英）GE夫妻と

２２００００９９～～１１００（（大大塚塚年年度度））ガガババナナーー補補佐佐候候補補者者名名
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２００９年１月２４日（土）、浦和ロイヤルパイン
ズホテルにおいて第１・第２グループ合同の
IMが行われた。旧浦和与野地区を拠点とする
地域であり、参加者３００名を超える大規模な催
しとなった。地区内では、昨年１１月に第９グル
ープが先陣を切って開催したのに続いて２番目、
年が明けてからは最初の IMである。テーマは
『今こそロータリー‥‥学ぼう奉仕の心』である。
当日は朝のうちは小雪がちらつく空模様であ

った。『IMの日は雪』と言われる通り、今回
で４年連続の雪と思われたが、ほどなく雨に変
わり開始時刻にはそれもすっかり上がっていた。
第１部は講演会、第２部は懇親会という２部

構成の IMである。
定刻の１４時。第２グループ井上正巳ガバナー

補佐（さいたま中央 RC）の点鐘により第１部
の幕を開けた。岩渕均ガバナーは、「今こそ変
革のチャンスだ」との挨拶。“CHANGE”と
“CHANCE”は一文字違い、それも“CHANGE”
のGの右下の小さな Tがあるかないかだけの
差であるとのお話。
そして講演会。講師は元大蔵省財務官で現早

稲田大学教授、ミスター円の異名を持つ榊原英
資氏、『今、日本、どうなる、どうする‥‥政
治経済の行方は』のテーマで９０分の熱演。時期
を得た話題だけに参加者は真剣に聞き入ってい
た。講演会終了後、第１グループ久保和夫ガバ
ナー補佐（浦和ダイヤモンド RC）の点鐘で第

１部が終了した。
休憩時間を挟み、第２部は新年賀詞交換会を

兼ねた懇親会である。ゲストスピーチは相川宗
一さいたま市長、気力体力とも充実し前向きで
力強い話をされた。しばしの歓談時間の後、ア
トラクションは尺八と琴の演奏。東京芸術大学
を卒業されてまもない妙齢の女性デュオが登場。
耳に馴染んだ曲を現代風にアレンジし、心地よ
い響きを奏でた。
続いて、初企画の大抽選会である。１０万円相

当の豪華旅行券を目玉に、折りたたみ式自転車
をはじめ３０点ほどのバラエティに富んだ賞品、
さらにはガバナー賞とガバナー補佐賞も特別賞
として賞品に加えられた。
番号の書かれた抽選券の半券を回収し、ガバ

ナー補佐が抽出する。当たった人は皆一様に子
どものような無邪気な笑顔である。裏を明かせ
ば、この抽選会は、失礼ながら、後半に帰って
しまう人の足止めの方法として企画されたもの
であったが、多くの人に喜んでもらえ盛り上が
り、予想以上の効果であった。

そして、熱気も冷めやら
ぬ中、結びの時を迎えた。
今年１年、不景気を吹き飛
ばし、健康で実り多い年に
なるよう誓い合い、第１・
第２グループの IMはお開
きとなった。

IM�� ������	
� ����
�����
����

�������	�
�����������
２００９年１月２４日（土）／浦和ロイヤルパインズホテル

IM実行委員長 第１グループ 高柳 和之
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２月２日大宮区のラフォーレ清水園にて、第
４グループの IMおよび新年合同懇親会を開催
しました。当日は、大勢のお客様や第４グルー
プロータリアン総勢２００名のご参加を頂き、皆
様のご協力により成功裏に終了することができ
ました。この場を借りて厚く御礼申し上げます．
IM 第１部「クラブ活性化への取組」
ガバナー公式訪問で岩渕ガバナーと一緒に第

４グループ内８クラブを訪れましたが、各クラ
ブとも会長幹事を中心にして素晴らしい活動を
展開されており、これをガバナーと私だけに留
めておくのはもったいないと思いました。そこ
で、今年の IMは、各クラブの特色ある活動を
ご紹介したくその発表の場とすることにしまし

た。中村直前ガバナーの基調講演の後、８クラ
ブの会長さんに活動報告とクラブ活性化への思
いを個性豊かに語っていただきました。
IM 第２部「子供の死亡率低下への挑戦」
李東建 RI 会長は、「子供の死亡率を低下さ

せよう」と熱く訴えかけてきましたが、物質的
な豊かさに慣れ親しんできた日本では、なかな
かその意味を実感できないのが現状でしょう。
そこで、経験豊かな unicef 様から世界の子供
たちの置かれている現況をビジュアルにご講演
いただき、その後、第４グループ全員で取組ん
でいるエコキャップ収集活動の現状―半年で、
３６０万個、２８tの CO２削減、４，５００人分のポリオ
ワクチン購入―を報告しました。キャップ収益
金を R財団ポリオ撲滅基金へ寄贈し、また、
unicef へも寄付金を贈呈しました。
新年合同懇親会
埼玉県警防犯指導班の婦警さんによる振り込

め詐欺被害防止の寸劇で始まった新年合同懇親
会も、バナナの叩き売りまであっという間に過
ぎ、楽しい時を共有することができました。出
席者のほとんどが最後まで残って頂けたのが印
象に残りました。

IM�� �����	 
������������

�������	
�����������������
２００９年２月２日（月）／ラフォーレ清水園

第４グループガバナー補佐 荒井 伸夫
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第３グループの IMは２月５日（木）清水園

にて、岩渕均ガバナー・さいたま市長相川宗一

様（代理平田利夫様）・�さいたま中央青年会

議所理事長 江原大輔様・�R 米山記念奨学会

事務局長 坂下博康様・パストガバナー・地区

役員の多くのご来賓のご臨席を頂き、又各クラ

ブ大勢の会員の出席を以って開催されました。

第３グループは、RI の強調事項の１つであ

ります『水保全』を深刻に受けとめ、各クラブ

がカンボジア王国シェムリアップ州へ井戸を１

本づつ（６本）贈呈しました。

講演では、ジャーナリストの二木啓孝氏によ

る【現代の世相】私の取材ノートからと題して、

政治・経済・犯罪等色々なジャンルの話を伺い

ました。軽快な口調で時間の過ぎるのを忘れる

ほどでした。

埼玉女子留学生日本語弁論大会で優勝しまし

た、ロータリー米山記念奨学会 学友の 王

晨さによる《私の留学生活》あなたは日本が好

きですか？と題して、「日本人と中国人の価値

観の違いを指摘した上で、無理やり統一しよう

とか優劣をつけるのではなく、その違いをお互

い素直に認め、尊重した上で交流するのが大切

ではないでしょうか」。と最後に「祖国である

中国と愛する日本が仲良く付き合っていけます

ように」と感動的な話でした。

新年合同大懇親会では、楽しく時間をすごし、

アトラクションでは曽我辺靖子舞踊団によりま

す“フラメンコ”で盛り上がりました。目的で

あります会員相互の親睦と面識を広め、会員に

ロータリー情報を伝ええることができたなら幸

いです。

IM�� �����	 
������������

�������	
����
２００９年２月５日（木）／ラフォーレ清水園

第３グループ ガバナー補佐 恵川 一成
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当年度は地区の重点課題である「公共イメー
ジの向上」を最大のテーマとして、IMを実施
したいと実行準備会に諮ったところ、発表の場
の少ない市内の中学校の吹奏楽の演奏会を開催
して、子供達、父兄、その他市民の皆様と一緒
に楽しみながら、ロータリーの活動を PRした
らどうかと提案があり、「ロータリーと青少年」
をテーマに実施する事になりました。
直ちに実行委員会（ホストクラブ越谷北

RC）を組織し、小河内実行委員長のもと越谷
市役所、越谷市教育委員会、越谷ユネスコ協会、
�越谷コミニュテイセンターを何度も訪問し後
援をとりつけました。特に、越谷市中学校音楽
顧問教師会の先生方には、実施にあたり大変お
世話になりました。
実施日の２月７日土曜日、会場は１，７００名収

容のコミニュテイセンター大ホール、打ち合わ
せを重ね準備万端当日を迎えました。岩渕均ガ
バナー、板川文夫越谷市長、吉田茂教育長他来
賓をお迎えしての公開例会には、多少の空席が
見られましたが、第２部の吹奏楽演奏会が始ま
る頃はほぼ満席となりました。子供達の生き生

きとした演奏（上手なのにビックリ）で会場は
盛り上がり先生方も満足なお顔。私も思わず「よ
かった、よかった、大成功」と自画自賛、演奏
会最後のプログラム参加８校生徒全員による合
同演奏、行進曲「真澄み」はホール全体を揺る
がす盛り上がりで特に感動しました。
PRも子供の死亡率低下が重要テーマである

事、ポリオ、その他の活動、地域での活動、市
民の皆様に私達の活動が十分に理解頂けた事と
思います。
結びに、この IM実行にあたり、関係した全

ての皆様に感謝致します。
ありがとうございました。

IM�� �����	 
������������

���������	
��
２００９年２月７日（土）／越谷コミニュテイセンター大ホール

第８グループ ガバナー補佐 稲垣 勝三
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１月１７日（土）大宮ソニックシティで、２００９
年度米山記念奨学生の選考面接試験が行われま
した。当地区に於いては奨学生採用人数３５名に
なり、継続学生７．５名を引いた新規２７．５名の選
考面接試験を実施致しました。当日の奨学生の
皆さんは全員緊張気味で思うような、面接が出

来なかった学生も居ましたが、無事に終了しま
した。
当日は面接選考試験官のガバナー・パストガ

バナー・ガバナーノミニーの皆様、又米山委員
会の皆様には、朝早くから大変有難うございま
した。

過日行われました「自分発見・高校生感動体
験プログラム事業」協力に対して県教育長より
国際ロータリークラブ２７７０地区岩渕ガバナーに
感謝状の贈呈が行われました。
当日は就労体験生を代表致しまして八潮高校

生、並びに父兄も同席し教育長、県知事に体験
談を発表して頂きました。
今年度は地区内、幸手高校・蓮田高校・上尾

鷹の台高校・桶川西高校・上尾橘高校・八潮高

校の６校が指定を受け８３１名の生徒が就労体験
をする事が出来ました。これこそロータリー活
動の中でも根幹をなす、新世代への奉仕活動、
青少年の健全育成への助力と考えるものです。
この素晴らしい事業に、ご尽力を頂きました

ロータリアンの皆様に感謝を申し上げご報告と
致します。

��������	
���������
米山記念奨学部門委員長 菊池 隆喜

皆緊張して面接を受けていました

������������ !
新世代部門委員長 金杉 光左生

埼
玉
新
聞

２００９
年
１
月
３１
日
よ
り
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国際親善と異文化理解を目的としたさいたま
市及び�さいたま市国際交流協会主催の第７回
外国人による日本語スピーチ大会が平成２１年２
月１日（日）、さいたま市コムナーレ１０階浦和
コミュニティセンター多目的ホールに於いて開
催され、アメリカをはじめ中国、韓国、ニュー
ジーランド、フィリピン、タイ、ルーマニア、
タジキスタン出身で、さいたま市在住、在勤、
在学の外国人１１名が主演しました。そして、我
が地区より青少年交換留学生のアレックス・ウ
ェルク君とスティーブン・スクラー君の２名が
参加しました。
テーマは「日本の食事について」ということ

で、トップバッターとして川口北 RCホストの
アレックスが登場、「アメリカのパイと日本の
もち」の題名でスピーチ。来日当
初はアメリカと日本の食事の違い
に大変苦労したが、「郷に入って
は郷に従え」のことわざの通り、
今では日本食が好きになり、中で
も日本の「おもち」大好きとヂェ
スチャー入りで熱演しました。一
方、浦和 RCホストのスティーブ
ンは題名「ファストフードとおい
しいもの」で第８番目に出演、世
界的に有名なマクドナルドやケン
タッキー・フライドチキンをはじ
め、日本の吉野家やサイゼリア等

の例をあげてファストフード・チェイン・レス
トランの存在、特に“味”と“値段の安さ”を
力説、大声で文章を読み上げる形にはなったが
英語固有名詞に対する日本語の発音もうまくい
って内容も理解され、聴衆の笑いと大きな拍手
を送られた。クラブの例会でのリハーサルの時
と異なり、特訓の成果がかなって数段上達した
スピーチでした。残念ながら二人共熱演の甲斐
なく、入賞出来ませんでしたが、ロータリーの
PRはもとより立派に小さな親善大使の役目を
果したと思います。最後に、岩渕地区ガバナー、
浦和ロータリークラブ星野国際奉仕委員長、宮
崎青少年交換委員長、朝日カウンセラーが両君
のサポーターとして大会に参加しました。

�������	

���������������������

浦和RC 朝日 寿一

川口北RCホストのアレックス・ウェルク君
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仕事を通して浦和ロータリークラブに入会させて
頂き１ヶ月、毎年恒例と言うクリスマス夜間例会に
参加。この日は幸い東京湾クルージング、例会後美
味しいご馳走、アルコール飲み放題、そんな中隣の
会員に韓国訪日団のホームステイの交渉に鈴木役員
が。何も知らない私は、ほろ酔い気分で、ちょっと
声をかけたばかりに、韓国訪日団の女子高生二人を
６日間預るお話しに。正月休みも束の間、その日を
迎えました。クラブのウェルカムパーティにて、通
訳の方よりお二人の紹介後、片言の日本語での自己
紹介、二人共良い感じの方でホッと致しました。６
日間の日程の中味はなかなかのもので、正直ゆっく
り出来る時間も少ない状況、私共HFとしては家族
が増え家の中が急に賑やかになり愛犬のチロルまで
が大変な喜びに。日を重ねる毎にすっかり家族の一
員に。帰国前日の夜、慌しい日々だったけど、今度

は大学生になられて、もっと時
間に余裕を持ってまた是非遊び
に来て頂く事を約束し就寝。翌朝山内幹事のお世話
でラフレさいたまへ見送りに、出発前、訪日団６０名
岩渕ガバナーロータリー関係者、HFの家族が一同
に集合、今後の日韓相互世界の平和を祈念するセレ
モニーが行われ、その後バスに乗る。
それまでは常に笑顔だったお二人が、イザ出発の
間際になり、バスの中から手を振り乍ら号泣、冷た
い風をよそに、私も本当の我が子を送るような複雑
な思いに。僅か数日の出会いで、人間としての心に
国境はない事を改めて痛感させられ、私共と致しま
しては、この上ない貴重な体験をさせて頂いた事に、
ロータリークラブの各役員の皆々様に心より感謝を
申し上げます。

平成１８年に６５歳で本会に入会させていただきまし
た。父が創立会員で９３歳で死去するまでお世話にな
った御縁ですぐに仲間にいれていただきました。青
年会議所や法人会でご一緒させていただいた方はす
でにロータリアンとして大役をはたされて黄色いプ
レートを胸に壇上におられる方が多勢おられます。
新会員として研修につとめ一人前に早くなるべく努
力中です。先日の職業奉仕研修会の深川純一先生の
御講演には大変感銘を受けました。その折お話にあ
りました佐藤千寿様のこと（ロータリーの友２月号

１６頁の掲載）が印象深かったの
ですぐに会社の一角にある石洞
美術館を訪ねてみてなるほどまさしく日本を代表す
るロータリアンのお一人であることを実感しました。
遺影を前にして人生最後まで良き師良き友をもち
堂々の人生をおくりたいものと覚悟をあらたにしま
した。こんな素晴らしい人の集まりに御縁をいただ
きこのような出合の場もすべてロータリーのおかげ
と感謝しております。ありがとうございました。

合掌

���
��

新コーナーへの投稿 よろしくお願い致します。

新コーナーとして『新会員の声』を募集致します。
ロータリー入会３年未満の新会員のロータリーに対するさまざまな意見を載せたいと思い
ます。是非、ご投稿よろしくお願い致します。なお、文字数は４００字程度でお願い致します。
このコーナーは、ロータリーの友「新樹の声」の２７７０地区版です。日頃感じていることを
そのまま述べていただければ幸甚です。

���� �
���	
���

浦和ロータリークラブ 松崎 朝次

�������
久喜菖蒲RC 幹事 野原 宏（種苗卸）
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昨年１０月に大宮南ロータリークラブの仲間に入れ
ていただきました押目重夫と申します。入会前はロ
ータリークラブに関する知識はゼロで、漠然と「地
域の有力者の集まりで自分には全く縁のない世界」
と思っていました。まさか自分に「ロータリーに入
らないか？」と声をかけていただけるとは夢にも思
っておりませんでした。初めての例会は本当に緊張
しましたが、会員の皆様の温かさと見識の広さを強
く感じました。私のような若輩者に対しても、人生
の大先輩方がとてもやさしく声をかけて下さり、歓
迎して下さいました。このような素晴らしい方々と

の出会いに恵まれ、ロータリー
クラブに入会して本当に良かっ
たと思っております。１月にはインターアクトの大
行事に参加させていただきました。私も学生時代に
留学経験があり、久々に国際的な雰囲気を味わうこ
とができました。今後はロータリークラブの活動を
通じて、先輩方の背中を見ながら、私の信条である
「地域貢献」に更に深く取り組むとともに、将来的
には国際的な感覚・視野を持つ人間になりたいと思
っております。ご指導・ご鞭撻の程よろしくお願い
申し上げます。

私が上尾西ロータリークラブに入会して、ちょう
ど一年が経ちますが、入会時に上尾西の皆様にも申
し上げた通り、私どもの取引先であるイスラエルの
会社のロータリークラブ会員に入会を勧められ、そ
の気になっていたところ、タイミング良く地元の星
野一雄会員より上尾西に入会の誘いをいただき、二
つ返事で入会させていただきました。仕事仲間のイ
スラエルの会員が言うことには、金を稼ぐだけでは
半人前で、社会に奉仕・還元することにも同様に励
まなければならないという理由ですが、同時に彼は
ロータリーの仲間とルーマニアの土地を共同購入し
ていて、その土地はこの５年の間に少なくとも２０倍
の価格になるといった”うまい話“もロータリーの
会員ならではというふれこみでした。残念ながら今
のところ、上尾西ではそんなうまい話もなく、毎週
例会に出ること、記念式典に出席して会員同士の親
睦を深めること、近所の川を掃除したり、ロータリ
ーの森の草むしり、交換留学生の世話をすること
等々を通じて、会の活動を少しづつ理解し始めてい
るところであります。最近にはネパールのバグルン
パニという電気も通じていない山岳地帯の学校を訪

問する機会があり町内会レベル
とは違った、活動の幅の広さも
感じているところです。
ボランティアの奉仕活動をするといっても、その
原資を稼ぐことにまだまだ必死な私のような会員か
ら見ると、会員の中には、資産家の生まれで、もっ
とゆったりと人生を過ごしている会員、若くして稼
ぎのいい専門職になり経済的に余裕を見せる会員、
一代でダイナミックな事業を築き上げ意気揚々とし
た会員等々、いろいろなパターンがあるように感じ
られますが、実際、私よりももっと若い会員などを
引きつけるには、実業に役に立つようなテーマがう
まく会の活動に組み込まれていけばいいのかなと思
っています。今のところ、私はまだ、会員の皆様に，
より効果的なお金の使い方というものを、少しずつ
教えていただいている段階ですが、とりあえず親睦
を深めるだけでも充分、会の有難みを感じています。
毎週、水曜日の例会のひと時は、私にとっては仕事
から解放されるリラクゼーションの貴重なひと時と
なっています。

完

��������	
��
大宮南ロータリークラブ 押目 重夫

������������
上尾西ロータリークラブ 水野 正男
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「地球上からポリオが無くなる日も遠くない」「地球上からポリオが無くなる日も遠くない」

� � ��� �����	
��� ���������������

ロータリー情報委員長 瀧田 和雄

２００８年６月 LAでの世界大会本会議場で、各

国から出席した大勢の参加者にビル・アンド・

メリンダ・ゲイツ財団が国際ロータリーに１億

ドルをポリオ撲滅活動に提供されたニュースは、

会場に居た世界中のロータリアンから会場も割

れんばかりの喝さいで迎えられました。たまた

ま参加しておりました私も驚きを禁じえません

でした。

しかし、この話題は続きがあったのです。大

塚ガバナーエレクトが参加していたGETS（サ

ンディエゴ国際協議会）で新たに２億５５００万ド

ルの寄付を申し出たことを、「友」インターネ

ット情報で知りました。

サンディエゴ国際協議会において、野生ポリ

オウイルスが現存する４か国（アフガニスタン、

インド、ナイジェリア、パキスタン）のガバナ

ーエレクトとの会合を終えたビル・ゲイツ氏は、

本会議の席上、新たな補助金の提供を発表しま

した。「ポリオウイルスの完全な根絶は難しく、

今後も難を極めることでしょう。撲滅という目

標に私自身が深くかかわるようになったのは、

撲滅を目指して努力を傾けるロータリーのひた

むきな姿に深い感動を覚えたことが大きな理由

です」と述べました。今回受領した補助金は、

ロータリー創設以来１０４年の歴史において最も

高額なものです。２００７年１１月にも、ロータリー

が同額を集めることを条件にゲイツ財団から１

億ドルの補助金を受領していますが、今回も新

たに１億ドルの募金を上乗せするという条件で

新たな補助金を受けることになります。RI は

さらに１億ドルの募金を目標に掲げ、「ロータ

リーの２億ドルのチャレンジ」と銘打って、２０

１２年６月３０日までに上乗せ資金を調達していく

ことになります。ロータリーは既に約７，３００万

ドル（うち現金寄付６，２００万ドル、誓約１，１００万

ドル）を集めています。この記事は既に会員各

位には１月２８日のインターネット速報で配信さ

せていただいておりますので、大半の皆様はご

承知のことと思います。

これまでに、我 ２々７７０地区のロータリアンは

今年度３０ドルと２００ドルの個人目標に努力を重

ねてまいりましたが、今後３年間に新たに２億

ドルに向け、会員は基より一般の人々を対象に

募金活動を実施するよう奨励しています。これ

から開催される予定の PETS・地区協議会・各

種セミナーなどでこの問題に対する取り組みを、

地区として・クラブとして・家族としていかに

目標に向けて実行してゆくかが問われることで

しょう。RI が、わが地区がロータリー悲願の

「ポリオ撲滅運動」が終焉を迎えるまで努力・

協力を惜しまずに参加してゆきたいものです。
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ロータリーの職業倫理訓逐条解説（９）
全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓

職業倫理委員長 青木 伸翁

第８条 真の友人は互いに何も要求するもの
ではなく、利益のためにみだりに友人の信
頼を利用することはロータリーの精神と相
容れないばかりか、その倫理訓にもとるも
のと考えるべきこと。

シカゴクラブ第２代会長アル・ホワイトが弁
理士のドナルド・カーターにクラブへの入会を
勧めた時、カーターは、「ロータリアン同士で
原価取引をし、会員は互いに親類付き合いをし
よう、会員間では儲けてはいけない」という当
時のロータリーの方針に疑問を投げかけ、「ロ
ータリアンだけが得をしてロータリアン以外は
どうでもいいのか、それならロータリーはエゴ
イズムの塊ではないか。世のため他人のためな
ど何も考えないで、自分たちだけがいい気持に
なっているようなそんなクラブには入る必要は
ない」と厳しく批判しました。この報告を受け
たロータリーの創始者ポール・ハリスはなるほ
どと反省するとともに、あるアイディアが浮か
びます。
そして、１９０６年１月からシカゴクラブに掲げ
ていた
第１条、会員の職業上の利益を助長せしめる
こと。
第２条、親睦を助長せしめること。
という定款に次の３条を付け加え改正したので
す。
第３条、シカゴ市民の利益を増進し、その市
民の中に市に対する誇りと忠誠の精神を普
及すること。

こうして一業一会員制で選ばれた職業人の単な

る親睦団体だったロータリーに、われわれの親
睦のエネルギー（親睦活動）はひとえに世のた
め他人のため役立つ基になるんだとして、そこ
で初めて対社会的な自覚が入ってくることにな
ったのです。いわゆる「奉仕概念の芽生え」と
言われるものです。１９０６年秋のことでした。
ポール・ハリスは「奉仕」の大切さを会員に
周知するため、それまで２年間遠慮して他の人
に譲っていた会長に立候補し１９０７年度の会長に
なります。そして、シカゴクラブとして初の団
体奉仕と言われる、あの有名な「公衆便所設置
運動」をはじめます。しかし、なかなか奉仕の
大切さを会員に理解してもらえず、既に決まっ
ていた役員の任期は１年という「ワンイヤール
ール」を破り、会員にお願いし１９０８年度も会長
を務めています。
この８条は、ロータリーの草創期にあったロ
ータリアン同士の物質的相互扶助を反省し精神
的相互扶助の大切さを説いているのです。そし
て、この精神的相互扶助の思想が発展し職業奉
仕理念に、さらにそれが発展して「ロータリー
の奉仕哲学」として実を結んだと言えるのでは
ないでしょうか。
次回４月号は

第９条 社会秩序の立場から、他人が絶対に
認めないような不正な方法によって機会を
利用し、これによって得た人の成功を正当
または倫理的なものと考えてはならないこ
と。また、物質的成功を得るがため、人が倫
理的に問題ありとして退けるような機会に
乗ずるがごときことをしてはならないこと。

連 載

RRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRRIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締締めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫迫るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 地 区
締め切り：３月１５日（日）

エントリーの必
�

須
�

条
�

件
�

は二つです。（５つの選択条件あり）

１）子供の死亡を低下させる奉仕プロジェクトを行う
地区では、広い解釈で受付します。

２）会員純増一人
各クラブの応募を、お待ちしております。

子供の死亡率低下の具体例
（例えば、シートベルトや煙探知機が無いばかり
に、安全な遊び場が無いために、医療サービスを
受けられないほどの貧しさゆえ、毎日、世界のど
こかで子供が死亡しています。従って、シートベ
ルトや煙探知機や安全な遊び場でも結構です。）

17

G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R No.9



ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

ロ
ー
タ
リ
ー
財
団

大口寄付６８６９３７．７＄ 大口寄付１４，０００＄
ベネファクター（２）

M･P･H･F（８） M･P･H･F（８） M･P･H･F（５） M･P･H･F（５）

田 中 作 次 大 塚 信 郎 鈴木子之吉 秋 山 博 國 谷 昭 吾 石 野 榮 一
（八潮）

平成２０年１２月１７日
（上尾）

平成２１年１月１６日
（浦和東）

平成２１年１月２７日
（川口西RC）
平成２１年１月２９日

（浦和北東）
平成２１年１月２３日

（越谷南）
平成２１年２月１２日

M･P･H･F（４）
ベネファクター（１）

M･P･H･F（４） M･P･H･F（４） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３） M･P･H･F（３）

田 中 徳 尚 宮 城 勝 治 金 子 努 末 次 哲 朗 内 田 康 信 竹 井 康 悦 井 上 正 巳
（川口）

平成２１年１月２０日
（岩槻中央）
平成２１年１月８日

（浦和北東）
平成２１年１月２３日

（岩槻東）
平成２１年１月２０日

（浦和北東）
平成２１年１月２３日

（浦和北東）
平成２１年１月２３日

（さいたま中央）
平成２１年１月２９日

M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（２） M･P･H･F（１）

伊藤高太郎 橋 本 成 喜 加 藤 佳 孝 成 田 光 安 高 橋 照 司 遊 馬 幸 雄 池 田 岩 夫
（川口南）

平成２１年１月８日
（岩槻中央）
平成２１年１月８日

（上尾）
平成２１年１月２２日

（鳩ヶ谷）
平成２１年１月２２日

（浦和西）
平成２１年１月２３日

（さいたま中央）
平成２１年１月２９日

（幸手中央）
平成２０年１２月４日

M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） M･P･H･F（１） P･H･F P･H･F P･H･F P･H･F

山 崎 和 雄 水 野 泰 男 佐 藤 浩 一 長谷川良則 安 田 恒 副 島 文 夫 町 田 信 行
（岩槻東）

平成２１年１月２０日
（越谷）

平成２１年１月２３日
（川口西）

平成２１年１月２９日
（幸手中央）
平成２０年１２月４日

（浦和）
平成２０年１２月１６日

（岩槻中央）
平成２１年１月８日

（浦和北東）
平成２１年１月２３日

P･H･F P･H･F P･H･F ベネファクター（１） ベネファクター（１） ベネファクター（１） ベネファクター（１）

井 原 正 田 澤 俊 明 真野多加史 井 橋 吉 一 吉 野 弘 芳 山 内 一 浩 小 柳 明 雄
（さいたま中央）
平成２１年１月２９日

（さいたま中央）
平成２１年１月２９日

（春日部西）
平成２１年１月２９日

（越谷）
平成２１年１月２３日

（浦和西）
平成２１年１月２３日

（浦和）
平成２１年１月２７日

（杉戸中央）
平成２１年１月３０日

18

No.9 G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R



米
山
奨
学
会

米
山
奨
学
会

新
会
員

新
会
員

米山功労者マルチプル（６） 米山功労者マルチプル（４） 米山功労者マルチプル（４） 米山功労者マルチプル（４） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３）

森 本 勇 井 上 功 白 井 義 巳 成 田 光 安 高 木 康 夫 中 村 次 男
（幸手）

平成２０年１２月２９日
（春日部南）
平成２１年１月１６日

（八潮）
平成２１年１月２１日

（鳩ヶ谷）
平成２１年１月２２日

（幸手中央）
平成２０年１１月１８日

（浦和北東）
平成２０年１２月２６日

米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（３） 米山功労者マルチプル（２） 米山功労者 米山功労者 米山功労者

伊藤高太郎 山 下 良 雄 山 口 玉 江 根 本 邦 通 菅 野 秀 光 徳 竹 秀 介 江 原 武 男
（川口南）

平成２１年１月８日
（越谷中）

平成２０年１２月１０日
（越谷中）

平成２０年１２月１０日
（鳩ヶ谷シティ）
平成２０年１２月２５日

（幸手中央）
平成２０年１１月１８日

（川口東）
平成２０年１２月２４日

（越谷）
平成２０年１２月２５日

米山功労者 米山功労者 準米山功労者 準米山功労者 準米山功労者 準米山功労者 準米山功労者

斉 藤 宮 子 高橋賢太郎 金子善次郎 臼 井 俊 英 大 辻 信 哉 清 水 良 順 吉田とみ子
（春日部南）
平成２１年１月１６日

（八潮）
平成２１年１月２１日

（浦和北東）
平成２０年１２月２６日

（春日部南）
平成２１年１月１６日

（春日部南）
平成２１年１月１６日

（春日部南）
平成２１年１月１６日

（春日部南）
平成２１年１月１６日

大 島 直 幸 大 濱 裕 広 佐 藤 要 本 間 睦 人 仁多見英一 伊 藤 明 里
（越谷北）

平成２０年１１月２６日入会

㈱シフレ
雑貨卸販売

（越谷北）
平成２０年１１月２６日入会

㈱ベルウエーブ
火災保険

（越谷北）
平成２０年１１月２６日入会

㈲センジュドー
薬局

（越谷北）
平成２０年１１月２６日入会

清和土木㈱
土木

（越谷東）
平成２０年１２月１１日入会

宗教法人 東漸院
仏教

（大宮北）
平成２１年１月６日入会

エイテスリンケージ㈱
建築設備・エコシステム

訃報 ◆ 謹んでお悔やみ申し上げます。

目黒靖淳 会員
（上尾西）

平成２１年１月９日
享年８７歳

河本順子 会員
（大宮東）

平成２１年１月２８日
享年５６歳

望月 憲 会員
（大宮西）

平成２１年１月３１日
享年８０歳

19

G O V E R N O R’ S M O N T H L Y L E T T E R No.9



����������������������������������������������������������

文庫通信
（２５７号）

「ロータリー文庫」は、 ロータ
リー関係の貴重な文献や視聴覚資料
など、２万余点を収集・整備し皆様

のご利用に備えております。閲覧は勿論、電話や書信に
よるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に
ついてはコピーサービスも承ります。また、一部資料は
ホームページで PDFもご利用いただけます。
クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備
えてありますので、ご活用願います。 以下資料のご紹
介を致します。

� 地区大会記念講演から �
◎「異文化の架け橋」柴田恭子２００８２p（D．２６１０）
◎「浪漫なしで生きていけない」三輪休雪２００８１０p（D．２
７１０）
◎「地方発�人づくり国づくり」川勝平太２００８１２p（D．２
７１０）
◎「いくつになってもその気になれば一歩踏み出せる」名
取美和２００８４p（D．２８２０）

◎「愛と勇気と感動と」加藤タキ２００８１２p（D．２５５０）

◎「日本の底力」麻生太郎２００８１２p（D．２６５０）
◎「人生って支えあえっこ」牟田悌三２００８１０p（D．２７００）
◎「ネット社会と子供の危機～心の発達は大人しだい～」
柳田邦男２００８１９p（D．２７００）

［上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF）］

ロータリー文庫からのお知らせ

��������	�
�����������

体裁を一新するとともに、分かりやすく利用しやすく
なりました。文献のコピーが注文できます。また、デジ
タル化した文献「＊」はダウンロードできます。
どうかお気軽にご利用ください。

大 山 安 司 小林せつ子 飯 田 伸 夫 國 分 洋 太 鈴 木 真 琴 三 浦 孝 行 向 之 徳
（八潮イブニング）
平成２１年１月７日入会

議員

（八潮イブニング）
平成２１年１月７日入会

㈲小林バンケット
サービス業

（草加南）
平成２１年１月８日入会

㈲ブライト
電気工事設備工事

（川口北東）
平成２１年１月１３日入会

㈱国商
住宅建築

（大宮中央）
平成２１年１月１３日入会

㈱ Treasure Vit
コールセンター

（川口北東）
平成２１年１月１３日入会

日本相撲協会 湊部屋
相撲

（春日部イブニング）
平成２１年１月１３日入会

㈱ロビンソン百貨店
百貨店

齋 藤 良 一 松 本 岳 田 村 寿 子 坂 本 宣
（鳩ヶ谷）

平成２１年１月１５日入会

㈱フォーユアヘルスハトポッポ薬局
調剤薬局 薬販売

（浦和北東）
平成２１年１月２０日入会

ふたばクリニック
外科医

（越谷東）
平成２１年１月２２日入会

社会福祉法人 越寿会
老人ホーム事業

（大宮中央）
平成２１年１月２７日入会

日興コーディアル証券 ㈱大宮支店
証券

文

庫

ロ
ー
タ
リ
ー

〒１０５―００１１ 東京都港区芝公園２―６―１５
黒龍芝公園ビル３Ｆ

TEL（０３）３４３３―６４５６ FAX（０３）３４５９―７５０６
http : //www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前１０時～午後５時
休館＝土・日・祝祭日
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グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
２００８年
７月１日現在

当月末
会員数

当
月
入
会

当
月
退
会

増

減

当 月

出席率

当
月
順
位

通
算
順
位

グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 名
２００８年
７月１日現在

当月末
会員数

当
月
入
会

当
月
退
会

増

減

当 月

出席率

当
月
順
位

通
算
順
位内女性 内女性 内女性 内女性

第
一
グ
ル
ー
プ

浦 和 １０２ ２ １０４ １ １ ２ ９６．９３ ５ ７

第
七
グ
ル
ー
プ

幸 手 ４７ ３ ４５ ２ １ ３ －２ ８０．５５ ５５ ５４

浦 和 東 ７３ ７２ －１ ９０．９１ ２１ ２３ 蓮 田 ３１ ３０ －１ ８３．３３ ４５ ４８

浦 和 南 ３７ ３７ ９３．５５ １０ １１ 久 喜 菖 蒲 ５６ ２ ５５ ２ １ －１ ８７．２８ ３４ ３５

浦 和 中 ４４ ２ ４３ ２ －１ ７９．２６ ６１ ２６ 栗 橋 １５ １４ －１ ９３．１７ １２ ３６

浦和ダイヤモンド １９ １０ ２１ １１ ２ ９７．６０ ２ ４ 白 岡 ５ １ ５ －５ ８２

第１グループ計 ２７５ １４ ２７７ １４ ０ １ ２ ９１．６５ 幸 手 中 央 ２５ １ ２５ １ ７４．００ ７２ ６６

第
二
グ
ル
ー
プ

浦 和 北 ７９ ６ ７７ ５ －２ ９５．００ ７ ９ 第７グループ計 １７９ ７ １６９ ５ １ ９ －１０ ８３．６７

さいたま中央 ４８ ５１ ２ ３ ９１．６７ １５ ３８

第
八
グ
ル
ー
プ

越 谷 ７７ ７８ １ ９５．１５ ６ ３

浦 和 西 １４ ３ １３ ２ －１ ８２．６９ ４９ ２０ 越 谷 南 ４７ ２ ４５ ２ －２ ７５．６０ ６８ ６５

浦 和 北 東 ４０ １ ３９ １ －１ ８３．３３ ４５ ７１ 越 谷 北 ４５ ５３ ８ ９０．６８ ２２ ３１

さいたま新都心 ３８ ４０ ２ ９７．３７ ４ １９ 越 谷 東 ４５ ４ ４７ ５ １ １ ２ ７８．３０ ６３ ４４

浦和イブニング １１ １ １０ １ －１ ８０．００ ５７ ６８ 越 谷 中 １７ １ １７ １ ６２．５０ ７９ ８０

第２グループ計 ２３０ １１ ２３０ １０ １ ０ ０ ８８．３４ 第８グループ計 ２３１ ７ ２４０ ８ １ １ ９ ８０．４５

第
三
グ
ル
ー
プ

大 宮 ５９ ６１ ２ ８６．５９ ３５ ４２

第
九
グ
ル
ー
プ

草 加 ２３ ２ ２２ ２ １ －１ ５９．７１ ８１ ７８

大 宮 南 ３５ ５ ３６ ５ ２ １ ８６．１１ ３６ ３７ 八 潮 ４９ ６ ４７ ５ ３ －２ ９０．４３ ２３ ４０

大 宮 中 央 ５８ ５６ ２ －２ ７９．８３ ５９ ７７ 草 加 南 １８ ２ １９ ２ １ １ ８４．７４ ４２ ２７

大 宮 南 東 ８ ２ ８ ２ ８７．５０ ３３ ３９ 八潮イブニング ２６ ２８ １ ２ ２ ８８．３０ ２９ ２９

大 宮 シ テ ィ ５６ ６ ５８ ６ ２ ８３．７７ ４４ ５２ 草加イブニング １１ １１ ８１．８２ ５１ ５３

さ い た ま 欅 ２１ ２２ ２ １ ７７．２７ ６４ ５６ 八 潮 中 央 １７ １６ １ －１ ９８．４４ １ ６

第３グループ計 ２３７ １３ ２４１ １５ ２ ２ ４ ８３．５１ 草 加 中 央 ２７ ２７ １ １ ９１．５０ １８ １３

第
四
グ
ル
ー
プ

大 宮 西 ４６ ４７ １ １ ７４．５１ ７１ ７３ 八 潮 シ テ ィ １８ １８ ７５．９２ ６７ ７２

岩 槻 ３５ ３ ３８ ４ １ ３ ６４．００ ７８ ８１ 草 加 ２ １ １０ ４ １０ ４ ９５．００ ７ ２

大 宮 北 ３２ １ ３１ １ １ －１ ８７．９３ ３０ ５０ 第９グループ計 １９９ １４ １９８ １５ ３ ６ －１ ８５．１０

大 宮 南 西 １７ １ １８ １ １ １ ６６．６６ ７７ ７９

第
十
グ
ル
ー
プ

吉 川 ３１ ２ ３２ ２ １ ８４．３８ ４３ ３０

大 宮 東 ４１ １ ３９ １ ２ －２ ９７．４４ ３ １ 三 郷 ３１ ２ ３０ ２ －１ ８９．４３ ２５ ４１

岩 槻 東 ３４ ３２ １ －２ ８３．０６ ４８ ５７ 三 郷 中 央 ２５ ２５ ８１．５２ ５２ １５

大 宮 北 東 １７ ２ ２１ ２ ４ ８２．５３ ５０ ６３ 三郷ウェンズデー １９ １ ２０ ２ １ ８６．０８ ３７ ４３

岩 槻 中 央 １９ １９ ９１．１７ １９ １７ 松 伏 １２ ２ １２ ３ １ １ ９１．６７ １５ ８

第４グループ計 ２４１ ８ ２４５ ９ ２ ５ ４ ８０．９１ 第１０グループ計 １１８ ７ １１９ ９ １ １ １ ８６．６２

第
五
グ
ル
ー
プ

上 尾 ４４ ４６ ２ ８１．５２ ５２ ５１

第
十
一
グ
ル
ー
プ

川 口 ７３ １１ ７７ １１ ４ ７１．４９ ７５ ６１

鴻 巣 ３６ １ ３５ １ －１ ９４．２９ ９ ２２ 鳩 ヶ 谷 ３０ ３３ １ １ ３ ８４．７５ ４１ ５５

桶 川 ２８ ２９ １ ８０．１７ ５６ ４５ 川 口 東 ２１ １ ２２ １ １ ８３．３３ ４５ １４

上 尾 西 ５２ ５０ １ －２ ８８．３９ ２８ １８ 川口・鳩ヶ谷武南 ３０ ２ ２９ ２ －１ ８５．１８ ４０ ４９

北 本 ８ ８ ６２．５０ ７９ ７４ 川口モーニング ２８ ２９ １ ８７．６７ ３２ ３４

上 尾 東 ２６ ２５ －１ ７３．００ ７４ ６９ 川 口 南 ３２ ６ ３１ ５ －１ ７５．００ ６９ ７６

上 尾 北 ３２ ３１ －１ ９１．６７ １５ ２１ 鳩ヶ谷シティ １９ ２ １６ １ －３ ７９．６２ ６０ ３３

鴻 巣 水 曜 ３３ ３ ３１ ３ －２ ７６．５４ ６５ ６０ 第１１グループ計 ２３３ ２２ ２３７ ２１ １ ０ ４ ８１．０１

桶川イブニング １８ ２ １８ ２ １ ７６．３８ ６６ ５８

第
十
二
グ
ル
ー
プ

戸 田 ５２ ５ ５３ ６ １ ８５．３０ ３９ ４７

第５グループ計 ２７７ ６ ２７３ ５ ０ ３ －４ ８０．５０ 蕨 ３２ １ ３２ １ ８５．５３ ３８ ２４

第
六
グ
ル
ー
プ

春 日 部 ４５ ４４ －１ ９２．３０ １４ ２５ 川 口 西 ３２ ４ ２８ ４ －４ ８０．７７ ５４ ６４

杉 戸 ２９ ２ ２７ ２ －２ ７９．９６ ５８ ６２ 戸 田 西 ３３ ３ ３２ ３ １ －１ ９１．１０ ２０ ３２

春 日 部 西 ３７ ４ ３５ ３ －２ ８７．８５ ３１ ５９ 川 口 北 ３４ ３５ １ ９２．７０ １３ ５

庄 和 ２４ ２２ ２ －２ ７９．１０ ６２ ４６ 川 口 北 東 ３７ ３ ３７ ３ ２ １ ８９．８５ ２４ １２

春 日 部 南 ２８ ５ ２７ ５ １ －１ ７３．８１ ７３ ７５ 川 口 中 央 １４ １ １６ １ ２ ９３．３４ １１ １０

春日部イブニング １８ １ ２２ １ １ ４ ８９．３９ ２６ ２８ 川口むさし野 １４ １６ ２ ８９．０６ ２７ １６

杉 戸 中 央 ２２ ２４ １ ２ ７５．００ ６９ ７０ 戸田イブニング ２１ ２１ ６８．７５ ７６ ６７

第６グループ計 ２０３ １２ ２０１ １１ ２ ３ －２ ８２．４９ 第１２グループ計 ２６９ １７ ２７０ １８ ２ ２ １ ８６．２７

地 区 合 計 ２，６９２ １３８ ２，７００ １４０ １６ ３３ ８ ８４．２１

※８／２７付 川口 RC７／１現在会員数を７２名→７３名に変更いたしました。

２００８～’０９年度 ●１月の会員数及び出席報告



て
い
た
が
、
今
回
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
有
志
が

持
主
か
ら
買
っ
た
邸
宅
に
あ
る
石
燈
籠
は
、

写
真
で
見
る
限
り
新
し
過
ぎ
る
か
ら
、
７０

年
の
風
雪
に
耐
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な

さ
そ
う
で
あ
る
。

ポ
ー
ル
は
１
９
４
７
年
に
死
亡
し
、
子

供
の
居
な
い
未
亡
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
未
亡
人
は
自
邸

を
R
I
に
買
取
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
が
、

R
I
は
こ
う
言
っ
て
断
っ
た
。
「
我
々
は

ポ
ー
ル
の
思
想
は
受
継
ぐ
け
れ
ど
、
彼
の

遺
物
は
要
ら
な
い
」
と
。
同
様
の
話
は
、

ポ
ー
ル
の
育
っ
た
バ
ー
モ
ン
ト
州
の
家
売

買
の
時
に
も
あ
っ
た
。
地
元
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
は
、
R
I
に
買
入
れ
を
要
請
し

た
が
、
こ
れ
も
断
っ
て
い
る
。
地
元
ク
ラ

ブ
は
取
毀
し
た
材
木
を
譲
受
け
て
、
点
鐘

用
木
槌
を
多
数
作
り
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
に

配
布
し
た
。

R
I
の
ポ
ー
ル
執
務
室
は
生
前
の
ま
ま

保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
ポ
ー

ル
関
連
グ
ッ
ズ
は
な
い
ら
し
い
。

私
は
こ
の
話
を
こ
う
解
釈
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
寺
院
に
は
、

キ
リ
ス
ト
関
連
聖
遺
物
が
多
く
収
蔵
さ
れ
、

信
者
の
崇
拝
の
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
１

番
は
キ
リ
ス
ト
の
高
弟
の
遺
骨
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
に
は
ペ
ト
ロ
の
骨
が
あ
り
、
ベ
ネ

チ
ア
に
は
マ
ル
コ
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ス

ペ
イ
ン
の
北
方
に
は
、
ヤ
コ
ブ
の
遺
体
が

あ
っ
て
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ラ
に
は
年
に
何
百
万
人
も
の
巡
礼
が
訪

れ
る
。
２
番
は
キ
リ
ス
ト
と
接
触
し
た
遺

物
で
、
彼
の
か
け
ら
れ
た
十
字
架
破
片
、

彼
を
刺
し
た
槍
、
彼
を
包
ん
だ
羊
皮
、
彼

の
血
を
受
け
た
杯
等
が
存
在
す
る
。
聖
遺

物
収
集
が
始
ま
っ
た
の
は
ビ
ザ
ン
チ
ン
帝

国
で
、
十
字
軍
が
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ

ル
を
占
領
し
た
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
に

持
込
ま
れ
て
、
大
変
な
御
利
益
が
あ
る
と

さ
れ
た
。
聖
遺
物
の
あ
る
教
会
に
は
信
者

が
集
り
、
必
然
的
に
御
賽
銭
も
入
る
か
ら
、

教
会
と
し
て
の
格
も
上
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
の
「
パ
ル
ツ
ィ
ハ
ル
」
や
ワ
グ
ナ
ー
の

「
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
」
は
い
ず
れ
も
キ
リ

ス
ト
の
流
れ
る
血
を
受
け
た
聖
杯
を
守
る

騎
士
団
長
の
名
前
で
、
前
者
は
後
者
の
父

に
当
る
。

結
婚
式
で
新
婚
カ
ッ
プ
ル
入
場
時
の
音

楽
は
、
ロ
ー
エ
ン
グ
リ
ン
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン

グ
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
だ
が
、
作
家
杉
本
苑

子
さ
ん
は
疑
念
を
抱
い
て
い
る
。
白
鳥
の

騎
士
に
危
う
い
運
命
を
救
わ
れ
た
姫
君
は

彼
と
結
婚
す
る
が
、
誓
い
の
言
葉
を
忘
れ

て
夫
の
氏
素
姓
を
質
問
し
て
し
ま
い
、
夫

が
去
っ
て
行
く
物
語
だ
か
ら
、
縁
起
が
悪

い
と
言
う
理
由
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

永
遠
の
愛
な
ん
て
建
前
だ
け
で
あ
り
、
女

は
約
束
を
守
ら
な
い
の
が
一
般
だ
か
ら
、

ワ
グ
ナ
ー
の
人
生
観
を
結
婚
式
に
肝
に
命

ず
る
の
も
良
い
習
慣
で
あ
り
、
セ
レ
モ
ニ

ー
屋
の
大
ヒ
ッ
ト
と
思
っ
て
い
る
。

「
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
指
輪
」
４
部
作

を
作
っ
た
ワ
グ
ナ
ー
は
ま
と
も
な
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
。

R
I
の
首
脳
部
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
聖
遺

物
騒
ぎ
を
良
く
知
っ
て
い
て
、
ロ
ー
タ
リ

ー
も
あ
あ
な
っ
て
は
困
る
と
考
え
た
結
果
、

ポ
ー
ル
の
遺
物
買
入
れ
を
拒
絶
し
た
の
だ

ろ
う
。
６０
年
も
経
て
ば
、
ほ
と
ん
ど
残
っ

て
い
な
い
と
判
断
し
、
旧
邸
譲
受
を
了
解

し
た
と
思
っ
て
い
る
。

� � �

西ヨーロッパのキリスト教国が、
聖地エルサレムをイスラム教諸国
から奪還することを目的に派遣し
た遠征軍のこと。１０９６年から約
２００年間に渡って行われ、１２７０年
の聖王ルイの出征まで８回とする
ことが多いが異論もある。
第一回十字軍（１０９６～１０９９年）：

セルジューク朝の圧迫に苦しんだ
東ローマ帝国皇帝アレクシオス１
世コムネノスの依頼により、１０９５
年にローマ教皇ウルバヌス２世が
キリスト教徒に対し、イスラム教
徒に対する軍事行動を呼びかけ、
参加者には免償（罪の償いの免
除）が与えられると宣言した。こ
の呼びかけに応えた騎士たちは、
イスラム教徒支配下の都市を攻略
し、１０９９年エルサレムの征服に成
功。この十字軍の結果、シリアか
らパレスチナにかけてエルサレム
王国などいくつかの十字軍国家が
作られた。（Wikipedia より）

ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ッ
セ
イ
の
予
定

�

ポ
ー
ル
へ
の
興
味

�

メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
と
ハ
リ
ス
家
の

関
係

�

独
立
戦
争
前
後
と
宗
教
的
不
寛
容

排
除

�

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
と
ポ
ー
ル
の

母
方
祖
父

�

南
北
戦
争
と
戦
争
絶
対
反
対

�

大
膨
張
時
代
と
ポ
ー
ル
の
青
春
遍
歴

�

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
へ
の
教
訓

	

ポ
ー
ル
が
ロ
ー
タ
リ
ー
に
求
め
た
も
の




シ
カ
ゴ
で
の
弁
護
士
生
活

�

ポ
ー
ル
の
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム

�

エ
マ
ソ
ン
の
思
想
と
ロ
ー
タ
リ
ー



ポ
ー
ル
の
性
格

�

ア
メ
リ
カ
史
の
魅
力
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ポ
ー
ル
・
パ
ー
シ
ー
・
ハ
リ
ス
は
５
年

間
の
放
浪
生
活
を
送
っ
た
後
、
シ
カ
ゴ
で

弁
護
士
を
開
業
し
た
が
、
ど
ん
な
仕
事
を

し
た
の
か
、
具
体
的
な
事
件
は
判
っ
て
い

な
い
。
伝
記
著
者
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
図
書

館
の
司
書
を
し
て
い
た
人
だ
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
弁
護
士
制
度
の
違
い

も
あ
っ
て
、
良
く
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

伝
記
で
は
、
刑
事
、
行
政
、
離
婚
は
扱

わ
ず
、
会
社
関
係
、
不
動
産
、
相
続
を
主

に
仕
事
と
し
て
い
た
、
と
書
い
て
い
る
。

ポ
ー
ル
は
１
８
９
６
年
に
開
業
し
、
R
I

初
代
会
長
に
な
り
引
続
き
名
誉
会
長
に
就

任
し
て
、
世
界
中
を
駆
け
廻
っ
て
い
た
か

ら
、
そ
の
頃
は
開
店
休
業
乃
至
は
閉
店
に

近
い
状
態
だ
っ
た
ろ
う
。
従
っ
て
、
彼
の

弁
護
士
活
動
は
３０
年
位
と
推
測
し
て
い
る
。

伝
記
で
は
、
全
米
法
律
家
協
会
役
員
と
か

の
役
職
を
記
し
て
い
る
の
み
で
、
我
々
と

し
て
は
ポ
ー
ル
の
弁
護
士
生
活
は
判
断
出

来
な
い
が
、
中
退
し
た
大
学
か
ら
法
学
博

士
号
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

弁
護
士
仲
間
で
も
、
相
手
に
な
っ
て
や

り
合
っ
て
見
な
い
と
、
敵
の
腕
前
や
才
能

は
判
ら
な
い
。

大
別
す
る
と
、
弁
護
士
成
功
の
型
は
３

種
あ
る
。

�

弁
護
士
会
の
各
種
ポ
ス
ト
を
歴
任
し
、

日
本
弁
護
士
連
合
会
会
長
に
な
っ
た
り
、

最
高
裁
判
所
判
事
に
な
る
人
。

こ
れ
も
一
応
の
基
準
で
あ
り
、
元
日
弁

連
会
長
が
不
祥
事
を
起
し
て
刑
事
訴
追
さ

れ
そ
う
に
な
り
、
廃
業
を
条
件
と
し
て
不

起
訴
に
し
て
も
ら
っ
た
例
も
あ
る
か
ら
、

弁
護
士
の
お
手
本
と
言
う
訳
で
は
な
い
。

�

大
事
務
所
を
構
え
、
大
勢
の
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
弁
護
士
を
傭
い
、
多
額
の
収
入

の
あ
る
人
。
こ
の
中
か
ら
良
く
縄
付
き

が
出
る
か
ら
、
経
営
手
腕
は
あ
る
も
の

の
、
具
体
的
事
件
解
決
が
巧
み
か
ど
う

か
は
不
明
で
あ
る
。

�

有
名
事
件
を
多
く
扱
い
、
新
聞
等
に

良
く
出
る
人
。
大
金
を
と
っ
て
、
マ
ス

コ
ミ
に
名
前
を
売
る
こ
と
だ
け
が
上
手

な
輩
も
居
る
か
ら
、
腕
利
き
と
は
限
ら

な
い
。

以
上
の
大
看
板
に
は
該
当
し
な
い
が
、

処
理
の
上
手
な
弁
護
士
も
居
る
し
、
そ
の

他
の
世
界
で
活
躍
す
る
人
材
も
あ
る
。

ポ
ー
ル
が
ど
の
型
な
の
か
、
判
断
も
つ

か
な
い
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
創
始
者
と

し
て
の
評
価
や
人
間
性
の
高
邁
さ
を
見
れ

ば
良
い
の
で
あ
っ
て
、
と
に
か
く
一
人
前

の
弁
護
士
と
し
て
や
っ
て
来
た
だ
け
で
充

分
で
あ
る
。

ポ
ー
ル
は
目
立
つ
の
が
嫌
い
だ
か
ら
、

例
会
場
で
そ
の
地
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
起

立
拍
手
し
て
迎
え
る
ス
タ
イ
ル
は
好
ま
な

か
っ
た
。
黙
っ
て
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
カ
ー
ド

に
サ
イ
ン
し
、
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
帰
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
良
く
あ
っ
た
。
当
ク
ラ

ブ
で
は
、
後
に
な
っ
て
ポ
ー
ル
の
来
た
こ

と
を
知
り
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。

ポ
ー
ル
は
１
９
３
５
年
横
浜
に
上
陸
し
、

東
海
道
線
で
京
都
に
向
い
、
神
戸
か
ら
乗

船
し
た
。
そ
の
機
会
に
米
山
梅
吉
に
会
い
、

肝
胆
相
照
す
仲
に
な
っ
た
。
後
に
触
れ
る

こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
米
山
は

ポ
ー
ル
放
浪
時
期
に
ア
メ
リ
カ
で
苦
学
し

て
い
た
し
、
こ
の
二
人
は
１
８
６
８
年
の

同
年
生
れ
で
あ
る
。
１
８
６
８
年
は
９
月

迄
は
慶
応
４
年
で
、
改
元
さ
れ
て
明
治
元

年
に
な
る
か
ら
、
彼
等
は
共
に
慶
応
年
間

の
生
れ
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
の
生
れ
た
頃
は
、

日
本
で
は
徳
川
慶
喜
助
命
問
題
で
勝
海
舟

が
東
奔
西
走
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
。

米
山
は
青
山
学
院
大
学
前
身
で
あ
る
教

会
付
属
学
校
の
配
慮
で
、
ア
メ
リ
カ
に
留

学
出
来
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
青
少
年
教
育

に
関
心
が
深
か
っ
た
か
ら
、
ポ
ー
ル
と
は

話
が
合
っ
た
。

ポ
ー
ル
の
執
務
室
の
机
に
は
、
米
山
の

胸
像
が
置
い
て
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
か
ら
、

時
々
二
人
の
共
通
点
で
あ
る
広
大
な
額
を

た
た
い
て
悦
に
入
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

彼
が
日
本
で
気
に
入
っ
た
の
は
富
士
山

で
、
世
界
中
を
旅
行
し
て
い
る
間
、
「
富

士
山
に
似
た
山
が
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い

る
。
こ
の
時
日
本
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
が
来

日
記
念
に
贈
っ
た
の
が
石
燈
籠
で
、
船
便

で
シ
カ
ゴ
の
自
宅
に
配
送
し
た
。
こ
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
は
長
く
ハ
リ
ス
邸
に
設
置
さ
れ

�
�
��

�
��
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写真で見
る

写真で見
る

ロータリーとその家族ロータリーとその家族ロータリーとその家族

浦和北 RC橋本保彦会員のそばを御馳走になり
ながら、浦和北 RC渡邊会長の卓話でした。
「いつでも夢をもって」とご自身の半生を伝え
ていただきました。

田村新世代担当諮問、浦和北 RC会員の皆様、
ローターアクト代表、他地区からのローターアク
ター、OBOGなど多数ご出席いただきました。

������ RRCC
国国際際食食文文化化交交流流会会２２／／１１開開催催

����	



����	



世界の食文化を楽しみましょう 中村直前G夫妻も参加 料理はおまかせください

����������
���� RRCC

����������
����

������������
�� RRCC

足
踏
み
空
き
缶
プ
レ
ス

雨水タンクプロジェクト
学園生皆の前で模範演技 深川純一PGによる職業奉仕研修会

����  ��!!""
##

足踏み空き缶プレス機を前にロータリー会員勢揃い 満員になった会場風景 フレスポ八潮でのボウリング交流例会

��������	
�	�������
浦和北RC ローターアクト委員長

五十嵐 良泰

田村担当諮問委員による挨拶

全員集合でハイ・パチリ

このページは皆様のクラブやロータリー家族からの投稿を写真入りで掲載します。
投稿はガバナー事務所まで。E-mail : ri２７７０iwabuchi@plum.plala.or.jp




